
　

市
内
で
は
、
野
生
鳥
獣
が
農

地
に
出
没
し
、
野
菜
や
果
物
を

食
べ
て
し
ま
っ
た
り
、
田
畑
を

荒
ら
す
被
害
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

被
害
を
も
た
ら
す
野
生
鳥
獣

は
主
に
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
。
そ
の

内
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が

全
体
の
５
割
以
上
を
占
め
て
お

り
、
農
作
物
へ
の
食
害
以
外
に

田
畑
の
水
路
敷
、
地
面
の
掘
り

起
こ
し
な
ど
も
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
近
年
、
か
わ
い
ら
し
い

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
姿
を
狩
野
川
河

川
敷
で
見
か
け
た
こ
と
の
あ
る

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
果
樹
や
水

稲
、
野
菜
類
へ
の
食
害
は
年
々

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　野生鳥獣による被害は、農作物はもちろんのこと、私た
ちの生活環境へも広がっており、それは伊豆の国市でも例
外ではありません。
　野生鳥獣が人間の生活に、不快で危険な影響を及ぼすの
はどうしてでしょうか。そして、野生鳥獣の被害から大切
な農作物や生活環境を守るためにはどうしたらよいので
しょうか。

大川一郎さん
農家（小坂）

大
川
一
郎
さ
ん

農
家（
小
坂
）

イノシシによるスイカ被害

ハクビシンによる
ミニトマト被害

ニホンジカによる稲被害

イノシシによる
土手の掘り起こし被害

いったい誰のために農作物を
育てているのかわからない

　小坂地区でミカン畑など 70 ～ 80 アールの農
地を所有する大川さん。鳥獣による被害は年々
深刻になってきているそうです。

「ここ 4 ～ 5 年前から急激にイノシシやシカの

被害が増えた。農地のほとんどは壊滅状態。春

はタケノコ、夏はカボチャなどの野菜、秋はクリ

やシイタケ、冬はミカンなど 1 年を通じてやら

れているよ。育てても収穫時期になると食べら

れてしまう。これではイノシシのために作って

いるみたい。作ってもエサになるだけならやる

気もなくなるよ。農業をやめたくなっちゃうね」

20年度 21年度 22年度

被害件数

被害総額

5,744千円 6,237千円 6,317千円

被害傾向

0
50
100
150
200
250
300
350

イノシシ
ニホンジカ
ハクビシン
カラス
その他

畑
は
最
高
の
レ
ス
ト
ラ
ン
。
人
間

が
お
れ
た
ち
の
た
め
に
食
物
を

作
っ
て
く
れ
る
か
ら
、
一
年
中
食

べ
放
題
だ
よ
、
あ
り
が
と
よ
。

　市内では山間部だけでなく、山間部に隣接する地域
全域でも被害が発生しています。

イ ノ シ シ ： タケノコやスイカ、イモ、コメなど１年中
被害が発生しています。被害は農作物だ
けでなく、土手崩しによる土砂災害への
危険も懸念されます。また住宅地まで出
没し、人的被害への不安も心配されます。

ニホンジカ： 平成 21 年頃から被害が顕著となり、狩
野川では群れでの出没が日常化している
ことからも、相当数が生息していると推
測できます。
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　被害は農作物だけにとどまらず、ミカン畑
（段々畑）の土手も被害に。

問合せ　農業振興課　☎ 055-949-6813

179件
204件

304件

これだけひどいと、農業を

やめたくなっちゃうね



2012.2.1 いずのくに 45 2012.2.1 いずのくに

　

鳥
獣
対
策
の
心
強
い
味
方
が
猟
友
会
で
す
。
猟
友
会
と
は
狩

猟
者（
狩
猟
免
許
を
持
っ
て
狩
猟
を
し
て
い
る
人
た
ち
）の
公

益
法
人
で
す
。
市
内
に
は
、
大
仁
分
会
・
韮
山
分
会
・
伊
豆
長

岡
分
会
の
３
分
会
が
あ
り
、
現
在
、
会
員
は
70
人
。
主
に
県
や

市
、
被
害
を
受
け
て
い
る
農
家
な
ど
の
依
頼
を
受
け
、
生
態
系

や
農
作
物
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
す
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

被
害
対
策
の
第
一
歩
は
、
ま
ず
鳥

獣
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
す
。
鳥
獣

の
生
態
と
特
徴
を
正
確
に
知
り
、
鳥

獣
の
生
活
痕
跡
を
見
逃
さ
な
い
こ
と

が
被
害
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
内
で
深
刻
な
被
害
を
及
ぼ
す
の

は
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
。
ほ
か
に
も
、
カ
ラ
ス
な
ど

の
鳥
類
に
よ
る
被
害
も
発
生
し
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
は
代
表
的
な
３
種

類
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

狩
猟
は
、危
険
が
い
っ
ぱ
い
。

だ
か
ら
自
身
の
健
康
と
安
全
な

狩
猟
を
常
に
心
が
け
て
い
る
。

　

人
間
が
山
に
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ

を
植
え
た
こ
と
で
、
鳥
獣
の
エ

サ
と
な
る
下
草
が
生
え
な
く

な
っ
た
。
里
山
に
も
荒
れ
た
田

畑
が
増
え
て
い
る
。
鳥
獣
が
増

え
た
の
は
人
間
が
原
因
。
農
家

も
自
分
で
畑
を
守
る
気
持
ち
で

し
っ
か
り
管
理
し
て
ほ
し
い
。

　

わ
な
を
仕
掛
け
て
か
か
っ
た

時
は
、
鳥
獣
と
の
知
恵
比
べ
に

勝
っ
た
気
が
し
て
う
れ
し
い
ね
。

　

猟
で
一
番
気
を
つ
け
る
こ
と

は
、
人
間
に
危
害
を
加
え
な
い

こ
と
。対
象
は
鳥
獣
だ
か
ら
ね
。

　

わ
な
を
仕
掛
け
る
と
き
は
人

間
の
目
に
見
え
る
よ
う
に
、
必

ず
表
示
を
し
て
い
る
。
わ
な
は

そ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
で
は

な
い
の
で
、
皆
さ
ん
も
猟
師
の

活
動
を
理
解
を
し
て
ほ
し
い
。

　

被
害
農
家
か
ら
依
頼
を
受
け

た
の
を
き
っ
か
け
に
狩
猟
を
始

め
た
。
捕
獲
し
た
と
き
、
農
家

か
ら
感
謝
さ
れ
る
の
は
や
っ
ぱ

り
う
れ
し
い
よ
。

・ 昼夜を問わずエサを求めて活動します。雑食性で人
間が食べるようなものはすべて食べます。
・ 落葉広葉樹林や茂み、耕作放棄地など食料になるも
のが豊富にあり、身を潜められる場所を好みます。
・ 大きな鼻は優れた嗅覚を持つだけでなく、70㎏の石
も簡単に動かします。
・ 記憶力がよく高い学習能力を持つ一方で、警戒心が
強くて臆病です。
・年１回 4～ 5頭を出産します。

・ 昼夜を問わず行動します。昼間主に森林の中にいて、
夜間に農耕地や草地などに出る傾向があります。
・ アセビなど特定のものを除いて、ほとんどの植物を
食べる草食動物です。
・ 生活パターンは、2～ 3時間エサを食べ、2～ 4時
間ほど休む、これを一日繰り返します。
・ 1.6 ｍ以上の高さを楽々と跳び超えるほどのジャン
プ力を持ちます。
・年に１回１頭を出産します。

・ 夜行性で昼間は暗い巣穴などを利用し、夜になると
里山や人家周辺に出没します。
・ 人家の屋根裏や倉庫、農作業小屋などにねぐらをつ
くることもあります。
・ 果実中心の雑食性で、ほかに昆虫類、ミミズ、ネズ
ミなどを食べます。
・ 木登りが上手く、バランス感覚が発達しています。
・ エサ場の近くにねぐらをつくります。
・ 年間を通して出産し、１回に 1～ 4頭を出産します。

Inoshishi

Nihonjika

Hakubishin

猟友会韮山分会　半田重義さん（多田）

猟友会韮山分会　鈴木登喜夫さん（南條）

鳥
獣
が
増
え
た
の
は

人
間
が
原
因

猟
師
の
活
動
を

　

理
解
し
て
ほ
し
い

猟師歴：約 30 年
わなや猟銃による狩猟

猟師歴：約 50年
主にわなによる狩猟

　

と
に
か
く
猟
銃
の
先
に
は
細

心
の
注
意
を
払
う
。
間
違
い
が

あ
っ
て
は
困
る
か
ら
ね
。

　

私
た
ち
が
捕
獲
を
行
う
の
は

あ
く
ま
で
も
自
然
の
生
態
系
を

守
る
た
め
。
最
近
は
鳥
獣
が
人

を
恐
れ
ず
、
平
気
で
里
山
ま
で

下
り
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
今
で
は
常
に
農
作
物
を

狙
っ
て
く
る
の
で
、
一
年
を
通

し
て
活
動
し
て
い
る
よ
。

　

猟
師
は
決
し
て
怖
い
存
在
で

は
な
い
の
で
、
気
軽
に
声
を
か

け
て
ほ
し
い
。

猟友会韮山分会　柴田清和さん（高原）

捕
獲
す
る
の
は

  

生
態
系
を
守
る
た
め

猟師歴：約 40 年
主に猟銃による狩猟

勘違いしてもらっちゃ困るぜ、

おれたちだって生きていくには必死なんだ。

見
く
び
る
な
よ
、

お
れ
た
ち
だ
っ
て

知
恵
が
あ
る
ん
だ
ぜ

猟友会韮山分会の皆さん

タケノコを探すイノシシの目線（イメージ）

わな設置の案内表示

■インタビュー
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『 

伊
豆
の
国
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

協
議
会
』

　

関
係
す
る
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
被

害
防
止
に
取
り
組
む
た
め
、
市
と
伊
豆

の
国
農
業
協
同
組
合
、
市
内
３
猟
友
会

が
中
心
と
な
っ
て
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

『
補
助
制
度
』

▽ 

電
気
柵
設
置
等
の
事

業
費
補
助

　

・
市
内
農
林
業
者

　

・
補
助
率
２
分
の
１

　

・
上
限
10
万
円

▽ 

わ
な
猟
免
許
予
備
講
習
会
テ
キ
ス
ト

代
補
助

　

・
市
民

　

・ 

静
岡
県
猟
友
会
主
催
の
予
備
講
習

会
出
席
者

▽
捕
獲
わ
な
の
購
入
費
等
の
補
助

　

・
市
内
わ
な
猟
免
許
取
得
者

　

・
補
助
率
２
分
の
１

　

・
上
限
５
万
円

『
被
害
対
策
研
修
会
・
出
前
講
座
』

▽ 

専
門
家
を
講
師
に
招
き
、
基
本
的
な

防
除
対
策
に
つ
い
て
勉
強
す
る
研
修

会
の
開
催

▽ 

希
望
地
域
に
出
向
き
基
本
的
な
防
除

対
策
に
つ
い
て
一
緒
に
勉
強
す
る
出

前
講
座
の
開
催

『
有
害
鳥
獣
捕
獲
』

▽ 

市
内
３
猟
友
会
協
力
の
下
、
害
を
及

ぼ
す
鳥
獣
を
猟
銃
や
わ
な
で
捕
獲

し
、
個
体
数
を
減
ら
し
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
大
切
な
地
域
を
鳥
獣
被
害

か
ら
守
る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
被
害

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
こ
で
は
鳥
獣
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

の
具
体
的
な
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　

管
理
さ
れ
て
い
な
い
放
棄
地
は
絶
好
の

隠
れ
場
所
。
見
通
し
の
よ
い『
緩
衝
帯
』

を
作
っ
て
鳥
獣

の
侵
入
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
景
観

を
保
つ
こ
と
に

も
つ
な
が
り
一

石
二
鳥
の
方
法

で
す
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
残
飯
や
節
分
の
豆
、

お
墓
参
り
の
お
供
え
物
な
ど
は
、
鳥
獣
に

と
っ
て
最
高
の
ご
ち
そ
う
。
皆
さ
ん
が
何

気
な
く
食
物
を
屋
外
に
放
置
す
る
行
為

は
、
鳥
獣
へ
の
餌
付
け
と
同
じ
で
す
。
一

度
味
を
し
め
た
鳥
獣
は
、
同
じ
時
期
に
そ

の
場
所
に
『
エ
サ
』を
求
め
何
度
も
や
っ

て
き
ま
す
。

　

冬
は
鳥
獣
の
エ
サ
が
少
な
い
季
節
。
秋

に
草
刈
り
を
行
う
と
、
冬
に
は
シ
カ
な
ど

の
好
物
で
あ
る『
柔
ら
か
い
草（
新
芽
）』

が
茂
り
ま
す
。
秋
の
草
刈
り
を
ひ
と
休
み

し
、
草
が
自
然
と
冬
枯
れ
す
る
こ
と
で
エ

サ
と
な
る
青
草
が
な
く
な
り
ま
す
。

刈
り
払
い
で『
隠
れ
場
所
』を
な
く
す

知
ら
ず
に
行
っ
て
い
る
餌
付
け
を

や
め
る

西島行男さん
農家（浮橋）

　最初は 1 ｍほどのトタンを設置したが、簡単に

跳び越えられてしまった。今は電気柵で囲い被害

を抑えることができている。

　しかし、柵を設置したからといって油断してはだ

め。しっかりした管理はもちろんだが、大事なのは

鳥獣の習性を理解し、それ相応の対応をすること。

　良い農産物を収穫するためには手をこまねいて

いるだけでなく、自分で積極的に行動していかな

くては。

柵を設置したからといって
油断してはだめ

　トタンを跳び越えたイノ
シシは痛みも恐れず突進。
電気柵を突き破り畑の中へ。
急に止まることができない
イノシシの習性を理解し、
電気柵はトタンなどから少
し離して設置するべき。

市
の
対
策

あ
ん
ま
り
頑
丈
に
す
る
な
よ
、

ビ
リ
ビ
リ
す
る
の
嫌
い
な
ん
だ
よ

野生鳥獣被害対策研修会の開催
～大切な農作物を鳥獣のエサにしないための勉強会～

女性や家庭菜園が趣味の人、大歓迎です

と　き　３月２日（金）10：00～ 15：00
ところ　浮橋地区
内　容　効果の高い防護柵の設置（現地での研修です）
講　師　（独）近畿中国四国農業研究センター
　　　　　鳥獣害研究チーム　専門員　井上雅央氏
申込み　 農業振興課まで電話で申し込んでください。
　　　　　☎ 055-949-6813

▼
▼

▼
▼

▼

人
間
は
や
っ
ぱ
り
怖
い

よ
、
お
れ
た
ち
は
安
全

な
山
に
帰
る
よ
～

う
わ
ぁ
、
こ
ん
な
き
れ

い
に
整
備
さ
れ
た
ら
入

り
に
く
い
だ
ろ

　
『
私
の
家
は
山
か
ら
離
れ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
』

本
当
で
し
ょ
う
か
。
も
は
や
鳥
獣
被
害
は
山
の
近
く

だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。
他
人
事
と
油
断
せ
ず
、
自
分

の
身
の
回
り
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

鳥
獣
は
エ
サ
が
あ
る
か
ら
人
家
に
近
寄
り
ま
す
。
田

畑
に
収
穫
し
な
い
農
作
物
を
放
置
し
た
り
、
知
ら
ず
に

行
っ
て
い
る
餌
付
け
行
為
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

鳥
獣
に
と
っ
て『
人
間
は
怖
い
存
在
』。
だ
か
ら
、

二
度
と
近
づ
き
た
く
な
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
強
い
信
念
を
持
ち
、
あ
き
ら
め
な
い
で
対
応

し
ま
し
ょ
う
。

『
秋
の
草
刈
り
』を
や
め
る

　

増
え
続
け
る
鳥
獣
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
市
で
は
次
の
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
。

い
ち

さ
ん に

緩衝帯

電気柵


